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教員養成大学の教員組織、採用、研修等
（東京学芸大学の例）

【東京学芸大学】

資料６－１
教員養成のフラッグシップ大学検討

ワーキンググループ（第３回）

R1.7.4

博士 教職修士
（専門職）

修士 学士 合計

教員養成系学部・大学院
18人 2人 47人 6人 73人

（24.7%） （2.7%） （64.4%） （8.2%） （23.9%）

非教員養成系
教育学系学部・大学院

24人 0人 21人 0人 45人

（53.3%） （0.0%） （46.7%） （0.0%） （14.8%）

一般学部・大学院
123人 0人 57人 7人 187人

（65.8%） （0.0%） （30.5%） （3.7%） （61.3%）

※合計以外：博士・教職修士（専門職）・修士・学士の合計を100%とした場合の割合
合計 ：教員養成系・非教員養成系・一般学部の合計を100％とした場合の割合



東 京 学 芸 大 学 
 
 

東京学芸大学教員の採用・研修について 

 
 
①教員の選考規定について 
 ・公募方法 
  教員の採用に当たっては、公募により広く人材を求めるものとしている。 
  公募は、本学のホームページ及び JREC-IN（研究者人材データベース）への掲載その 
 他適当な方法により行うものとし、本学ホームページに掲載する公募要領は、日本語及 
 び外国語で作成している。 
 ・採用等に係る教員の選考方法 
  採用等に係る教員候補者については、選考委員会で選考された者のうちから教授会が

行い、教授会で選考した教員候補者について教員人事会議で点検を行って上で、最終的

に学長が採用等の決定をする。 
 ・審査基準 
  教員候補者選考調書に基づき、東京学芸大学教員選考基準（平成 16 年制定）又は東京 
学芸大学実務家教員選考基準（平成 24 年制定）による。 

 
②ファカルティ・ディベロップメント（FD） 
（１）「教育研究活動に関する研修会の実施と推進」 
・学生の指導や教育の課題に即した研修会を開催し、教員の教育・指導力の向上を図っ

ている。 
・教育活動に資する各種研修会を奨励し、教室・専攻・センターによる研修会等の活動

を推進している。 
※参考：平成 30 年度教員ＦＤ研修会実施一覧 

（２）「グループ研究授業および情報交換会の推進」 
・教室・専攻単位での情報交換や教員同士の公開授業・授業参観等を促し、授業内容や

指導技術の向上を図っている。 
※参考：平成 30 年度「グループ研究授業及び情報交換会」実施一覧 

（３）「学生による授業アンケートの実施と分析」 
・授業内容や指導技術の改善のための授業アンケートを実施・分析し、結果を活用した

自己点検を促している。 
・授業アンケートの結果を総括し、アンケート内容や活用方法について継続的に検討を

行っている。 
 



③教員の採用・研修等に関する大学独自の取組 
・平成 30 年 12 月に本学にクロスアポイントメント制度を導入し、教員養成系大学とし

て、社会に示された現在及び近未来の学校現場の課題解決に率先して取り組むため、平成

31 年度に大学院教育学研究科（教職大学院及び修士課程）の改組を実施し、改組後の修

士課程において、AI 工学研究者１名と AI 社会実装の実務家専門研究者２名を、クロスア

ポイントメント制度を活用し、学外から専任教員として招聘した。この専門領域の異なる

３名の採用により、AIに関する最新の知見を幅広く教育内容に取り入れるとともに、大学

での教育研究と企業現場での実践の相乗効果を本学の教育へ還元することで、実践的な教

育を行っていく。 

 ・有為の教育者を養成することを目的とする本学において、大学教員を含む全ての職員

が教育的使命を認識し、その使命を果たし続けることを目指す取り組みを、ＰＤ（プロ

フェッショナル・ディベロップメント）と定義し、職員（大学教員を含む）の大学運営

における資質向上を図る取り組みであるＳＤ（スタッフ・ディベロップメント）、大学教

員による授業改善に特化した取り組みであるＦＤ（ファカルティ・ディベロップメント）、

教員養成に携わる職員（大学教員を含む）としての資質を高めるための取り組みである

ＥＰＤ（エデュケイショナリー・プロフェッショナル・ディベロップメント）、附属学校

教員としての職務を遂行する上で必要とされる資質の向上を図る取り組みである附属学

校研修といった各取り組みをＰＤ推進本部の下、行っている。 

 ※参考：平成 30 年度ＳＤ研修実施報告一覧（大学教員が参加した主なもの）・ＰＤ推進 
 本部ＥＰＤ部会資料 



様式第１ 

第         号 

  年  月  日 

 

 

 

教員人事会議議長 殿 

 

 

○○○学系長 印 

 

 

教員採用計画について 

 

 

下記のとおり，教員採用計画を定めましたので，ご承認願います。 

 

 

記 

 

 

講座・センター 
 

 

分 野 
 

 

教 室 
 

 

担当授業科目 
 

ポストの経緯 
 

採用予定年月日     年  月  日 
選考委員会 

開 設 時 期 
    年  月頃 

採用に当たって 

留意すべき事項 

 

 

そ の 他 

 



様式第２ 

○○年○○月○○日 

 

東京学芸大学教育学部 

○○○○学系長 

○○○○（公印省略） 

 

教員の公募について 

 

１．職名及び人数 准教授または講師 １名 

２．所属組織   研究組織： ○○○○学系 ○○○○講座 ○○○○分野 

         教育組織： ○○○○教室 

（注：教室に所属しない各センターの教員を公募する場合は 

「所属組織   ○○センター」とする。） 

３．専門領域   ○○○○学 

４．職務内容 

（１）学部生並びに大学院生の教育・研究指導 

主な担当科目：○○概論，○○論，○○学演習，○○学実習，○○実践論演習 

（２）○○○○学に関する研究 

（３）教員養成及び大学運営に関する業務 

５．応募資格 

（１）○○の学位又はそれと同等の研究業績を有すること。 

（２）授業及び職務遂行に支障のない日本語能力を有すること。 

（３）本学が教員養成系大学であることを理解し，関連業務に積極的に従事できること。 

（４）小学校，中学校○○科及び高等学校○○科教員免許を有することが望ましい。 

（５）小学校・中学校等の学校現場において指導経験を有することが望ましい。 

（６）年齢○○歳以下の者（採用予定日現在） 

年齢制限の設定は長期勤続によるキャリア形成を図るためである。（雇用対策法施

行規則第１条の３第１項第３号イ） 

６．採用予定日   ○○年○○月○○日 

７．提出書類 

（１）履歴書１通（写真貼付,連絡先の電話番号及び e-mail アドレスを必ず明記） 

（２）研究業績一覧（①著書，②論文，③その他に分けて記入。査読の有無を明記） 

（３）主な研究業績５点（コピー可） 

（４）教育業績一覧 

（５）社会貢献・学会活動実績一覧 

（６）研究活動の概要と今後の研究及び教育に対する抱負（２０００字程度） 

（７）担当科目のシラバス案 

８．提出期限    ○○年○○月○○日（○）必着 

９．選考方法 

（１）東京学芸大学教員選考規程に基づいて行う。 

（２）本学の教員の選考においては，男女共同参画社会基本法（平成 11 年法律第 78 号）

の精神を尊重し，業績等の評価において同等と認められた場合には，女性を積極的

に採用する。 

（３）本学は国籍，障がい等による差別を排除し，公平な選考を行う。 

（４）必要に応じて面接（模擬授業等を含む）を行う。 

（５）選考結果については，選考が終了次第本人宛に通知する。 

（６）提出書類は原則として返却しない。 

（７）応募に関わる費用（面接等の旅費を含む）は応募者の負担とする。 

１０．書類送付先 

〒184－8501 東京都小金井市貫井北町４－１－１ 

東京学芸大学○○○○学系長 ○○○○ 

封筒の表に「○○○○講座教員応募書類」と朱書きする。 

１１．問い合わせ先 

東京学芸大学○○○○学系 ○○○○分野主任 ○○○○ 

メールアドレス：○○○○@u-gakugei.ac.jp 



件名には必ず「教員公募について」と記入すること。 

１２．その他 

提出いただいた個人情報は当公募の選考にのみ利用します。 

 

※ 下線部は，例示である。 

二重下線を付した項目は必須項目ではなく削除可能である。 

また, 上記の項目以外に必要に応じて項目を追加してよい。 

※ 「５．応募資格」の「（５）学校現場における指導経験」と「（６）年齢制限」を同時に

記載することはできない。 

※ 年齢構成上，真にやむを得ない場合に限り，年齢制限を付すことができる。 

ただし４５歳以上の年齢制限はできない。また職業経験については不問とすること。 
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